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『江副拓郎』を

ご紹介いただきました
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硬
質
な
鉛
筆
に
よ
る
女
性
の
柔
ら
か
い

質
感
の
再
現
で
、
い
ま
や
最
前
線
を
走
っ

て
い
る
。
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と
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や
、
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挿
絵
の
よ
う
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を
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か
し
た
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。
と
こ
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が

江
副
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描
く
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そ
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も
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黒
か
ら
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ー
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し
て
白
へ
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濃

淡
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ラ
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。

　
会
社
勤
め
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し
な
が
ら
絵
を
描
き
続
け
、

京
都
と
大
阪
で
個
展
と
グ
ル
ー
プ
展
で
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表
を
は
じ
め
た
の
は
歳
の
と
き
。
34
歳
で

東
京
で
の
展
示
の
機
会
を
模
索
し
、
ポ
ー

00 《Breath》　165,000円（額付）
10F　鉛筆

00 《京小町IV》　66,000円（額付）
4F　鉛筆

遅れてきたネクストブレイク
Part.1

1983年京都生まれ。専門学校でデッサンを学
ぶ。2014年第24回全日本アートサロン絵画大
賞展入選。17年第35回上野の森美術館大賞
展入選。                                                                     
展示予定 12月4日～ 9日・かわうそ画廊（新
富町）「冬の初めの幻想展」に出品／ 2022年
6月・GINZA SIX Artglorieux（銀座）「コンポ
ステーラ 聖なる物語」に出品

女性の生きる力、たおやかな生命美をテーマに、色や
肌の質感を感じていただけるモノトーンを目指しています。
《Breath》は湿度のある肌の感じ、《京小町》は産寧坂
にたたずむ女性の内面を想像いただけると嬉しいです。

江副拓郎
Ezoe Takuro

硬質な鉛筆で
女性の柔らかい質感を再現


